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The connection between the newsletter of the early public hall and 
 the prewar local community media  
in the case of Tatsuoka Village and Shigeno Village 
 in Nagano Prefecture 






This paper is the latter half of the paper which examines how the public hall newsletter of the early public hall 
is connected to the prewar local community media in the case of Tatsuoka Village and Shigeno Village in 
Nagano Prefecture. 
In this paper, the experience of publishing pre-war local community media in Shigeno village did not lead to 
the publication of the post-war public hall newsletter, and it was observed that the public hall newsletter was 
parallel to another local community media that draws on the flow of pre-war local community media. 
Finally, we considered the cases of Tsuoka and Shigeno, and pointed out that the pre-war local community 
media publishing was connected to the post-war local community media publishing while being linked to the 

























各号題字下には「月刊毎月十五日発行」と記され（図 1）、表 1 に示
したように、未収集や発行禁止処分（2）を除くと、毎月発行されていた
と言って良い。 






年 号数 『縮刷版』所収・備考 
1927（昭和 2）年 1〜8 5月創刊。創刊号未収集 
1928（昭和 3）年 9〜20 3月 11号、11月 19号は未収集 
1929（昭和 4）年 21〜32 6 月 26号、9 月 29号、10 月 30 号、11月 31
号は未収集 
1930（昭和 5）年 33〜44 1月 33号、3月 35号、5月 37号、6月 38号、
7月 39号、9月 41号、12月 44号は未収集 
1931（昭和 6）年 45〜56 1月 45号、6月 50号、7月 51号、8月 52号、
9月 53号、11月 55号、12月 56号は未収集 
図１ 第２号題字 









































1932（昭和 7）年 57 1月 57号は掲載。それ以降、未収集か発禁処
分により発行していないか区別できず。 
1933（昭和 8）年  未収集か発行していないか区別つかず 
1934（昭和 9）年  未収集か発行していないか区別つかず 
1935（昭和 10）年 81〜88 5月 81号 
1936（昭和 11）年 89〜100  
1937（昭和 12）年 101〜112  
1938（昭和 13）年 113〜124  
1939（昭和 14）年 125〜136  
1940（昭和 15）年 137〜147 ８月 144号は未収集。10月 147号で廃刊 
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図２  1932（昭和７）年 1月１日 56号掲載の広告 






「志げ乃むら」（これについては後述する）の 1948（昭和 23）年 4月 5日の第 16号では、「文化
の伝導 公民館について」の見出しで、「今度公民館委員によって協議の結果、役場の裏にある授産
場を公民館の根拠として、スタートする事になりました」と報じている（滋野時報縮刷版発行委員会、
2008、237）。次号の 5月 10日の第 17号では、「おらが村の公民館発足す 4月 30日開館式挙行」
の見出しで滋野村公民館の発足が記事となっている（『縮刷版』、239）。このように 1948（昭和 23）
年 4月には、滋野村に公民館が設置されているようである。ちなみに、「その１」でみたように、竜
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444）のだろうし、滋野村公民館も同様であっただろう。 

















い。「滋野時報」（これについても後述する）96号（1955（昭和 30）年 2月 10日）には、「館報移
管を望む」（前時報部長 土屋之正）の見出しがあり（滋野時報縮刷版発行委員会、2008、473）、同
じく 103号（1955（昭和 30）年 9月 10日）では、公民館事業部として、教養部、産業部、厚生部、
図書部の各部の他に調査広報部が記載されている（滋野時報縮刷版発行委員会、2008、503）。さらに














































1955（昭和 30）年 2月 10日に「滋野時報」第 96号には、青年団時報部の体制として、「部長 田
図４ 滋野村青年団の組織（1950年 9
図３ 「志げ乃むら」創刊号 





「滋野時報」の 1956（昭和 31）年 2 月 10 日 108 号（滋野時報縮刷版発行委員会、2008、525）と








年 号数 備考 
1947（昭和 22）年 1〜12 「志げ乃むら」として創刊。 
1948（昭和 23）年 13〜24  
1949（昭和 24）年 25〜35 2月 3月合併号 
1950（昭和 25）年 36〜47  
1951（昭和 26）年 48〜59  
1952（昭和 27）年 60〜71  
1953（昭和 28）年 72〜82 4月 75号から「滋野時報」に改称。5月 75号は 4月号と号数が重複。 
1954（昭和 29）年 83〜94  
1955（昭和 30）年 95〜106  
1956（昭和 31）年 107〜118  
1957（昭和 32）年 119〜130 7月 125号は未収録 
1958（昭和 33）年 131〜134 4月 134号で、合併により廃刊 
表に示したように、1953（昭和 28）年 4月の 75号から「志げ乃むら」から「滋野時報」に改称し


































る。たとえば、1949（昭和 24）年 4 月の 27 号では、青年団時報部から
「御寄附御礼」が掲載されている（図５  滋野時報縮刷版発行委員会、
2008、267）。 
さらに 1949（昭和 24）年５月の 28号では、「時報発行 助成金の報
告」が掲載されている（図６  滋野時報縮刷版発行委員会、2008、272）。 
 
図６  助成金報告の記事 
図５ 寄付御礼記事 




表３  1戸当たりの助成金 
集落 戸数 助成金金額 1戸平均 
片羽 61 1830円 30.0円 
井子 123 3690円 30.0円 
中屋敷 83 2460円 29.6円 
別府 48 1440円 30.0円 
赤岩 88 2490円 28.3円 
櫻井 233 6990円 30.0円 
糠地 106 3180円 30.0円 




























既に示したように、「志げ乃むら」は、1948（昭和 23年）の 4月の 16号（滋野時報縮刷版発行委
員会、2008、237）と 5月の 17号（滋野時報縮刷版発行委員会、2008、239）に滋野村公民館の設置に
ついて記事を載せ、公民館への期待を示している。 













































































































（昭和 25）年 11 月末において、「公民館報発行を１とした青年団報発行」は、竜丘村がある下伊那
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